
ボリューム満点！ いろんな味が楽しめます

笑顔で抱負を語る長谷部さん

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の

「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

第
３
回
は
、
岩
城
地
域
の
「
サ
フ
ラ
ン
」
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
香
辛
料
に

由
来
す
る「
サ
フ
ラ
ン
」の
店
主
、

長
谷
部
行
雄
さ
ん
（
62
歳
）に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
■
創 

業

　
〝
手
に
職
を
つ
け
た
い
〞と
上

京
し
、〝
洋
食
〞
と
出
会
っ
た
長

谷
部
さ
ん
。
東
京
で
勉
強
し
た

の
ち
、
帰
郷
。
飲
食
業
の
勤
務

を
経
て
、
平
成
３
年
に
「
サ
フ

ラ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

丸
20
年
が
経
ち
、
地
元
の
お
食

事
処
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
■
モ
ッ
ト
ー
・
目
指
し
て
い
る

　

こ
と

　

き
ど
ら
な
い
、
い
つ
来
て
も

同
じ
味
。
安
心
し
て
来
店
で
き

る
店
。

■
喜 

び

　
「
お
い
し
い
」「
ま
た
来
る
ね
」

と
い
う
お
客
さ
ま
の
声
。
残
さ

ず
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
。

　
■
特 

徴

　

カ
レ
ー
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
、

そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
、
定

食
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
が

豊
富
で
す
。
メ
イ
ン
は

〝
洋
食
〞で
す
が
、お
客

さ
ん
の
要
望
を
取
り
入

れ
て
い
る
う
ち
に
ど
ん

ど
ん
増
え
ま
し
た
。

　

特
に
オ
ス
ス
メ
は
、

歯
ご
た
え
・
香
ば
し
さ

が
一
味
違
う
と
い
う

〝
フ
ラ
イ
〞。
エ
ビ
フ
ラ

イ
や
ヒ
レ
カ
ツ
の
ほ
か
、

旬
の
カ
キ
を
使
っ
た
季
節
限
定

〝
カ
キ
フ
ラ
イ
〞も
人
気
で
す
。

フ
ラ
イ
は
、
お
持
ち
帰
り
が
で

き
、
お
か
ず
用
に
と
注
文
さ
れ

る
こ
と
も
。
ま
た
、
宴
会
や
弁

当
の
提
供
も
し
て
い
ま
す
（
要

相
談
）。

　
■
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

　
「
エ
ビ
そ
ば
定
食（
写
真
上
）」。

人
気
の
エ
ビ
フ
ラ
イ
と
、
そ
ば
、

ご
は
ん
が
一
緒
に
な
っ
た
セ
ッ

ト
で
す
。ま
た
、15
年
来
の
フ
ァ

ン
は
、「
サ
フ
ラ
ン
で
な
け
れ
ば

食
べ
ら
れ
な
い
味
」
と
イ
タ
リ

ア
ン（
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
）を
注
文
。

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

 

◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆

　
「
身
体
が
続
く
う
ち
は
、
お
客

さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
す
長
谷
部

さ
ん
。「
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
、

ま
た
食
べ
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
笑
顔
で

元
気
に
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
…
、
サ
フ
ラ
ン
に

は
実
は
〝
裏
メ
ニ
ュ
ー
〞が
あ

る
ん
で
す
。メ
ニ
ュ
ー
に
は
載
っ

て
い
な
い
、
常
連
さ
ん
だ
け
が

食
べ
ら
れ
る
と
っ
て
お
き
の
洋

食
で
す
。
た
く
さ
ん
足
を
運
ん

で
、
ぜ
ひ
〝
裏
メ
ニ
ュ
ー
〞
を

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
何
が
食
べ
ら
れ
る

か
は
、
お
楽
し
み
に　
　

。

　ハガキ、ファクシミリ、
電子メールで

　ご応募ください。

エビフライが人気！ 定番メニューがそろう味の店

《岩城内道川字新鶴潟1－4　☎73-3544》

《第３回》

「サフラン」岩城地域

》

■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）
■締め切り／３月23日（金）
■応　　募／広報課「読者プレゼント」係あて
 「住所・氏名・年齢・連絡先・おたより」を明記のこと。

〒015ー8501　秋田県由利本荘市尾崎17番地
Eメール：kouho@city. yurihonjo. akita. jp
印刷／（有）高野写真印刷●編集・発行／由利本荘市広報課

　　（0184）24ー6237 　23ー1322

No.167　３月１日発行

☎主な
内容

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

★アクセス：秋田銀行岩城町支店向かい

※お食事券はイメージです。
　実際とは異なります。

リ

※お食事券はイメージです

リ、、、

サフランから、お食事券（1,000円分）を５人にプレゼント！
広報紙に対するご意見やご感想など「おたより」を添えて
お申し込みください。
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被
災
者
の
受
け
入
れ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
市
内
の

民
家
や
県
の
借
り
上
げ
賃
貸
住
宅

な
ど
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、

２
月
20
日
現
在
、
79
人
（
33
世

帯
）
で
被
災
県
別
で
は
、
岩
手
県

１
人
（
１
世
帯
）、
宮
城
県
27
人

（
13
世
帯
）、
福
島
県
48
人
（
18

世
帯
）、
茨
城
県
３
人
（
１
世
帯
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
本

市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
、
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

市
内
施
設
利
用
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
支
援
活
動

　
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を

目
的
に
、
昨
年
３
月
末
か
ら
被
災

地
へ
延
べ
百
人
を
超
え
る
市
職
員

を
派
遣
し
、
災
害
対
策
業
務
や
避

難
所
運
営
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

相
談
窓
口
、
情
報
提
供

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
不
安

や
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
た
め
、

昨
年
４
月
か
ら
「
被
災
者
受
入
支

援
チ
ー
ム
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
チ
ー
ム
は
今
年
３
月
末
ま
で
開

設
し
、
４
月
以
降
は
、
市
危
機
管

理
課
が
被
災
者
対
応
の
窓
口
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
避
難
生
活
に
関
わ
り

の
あ
る
こ
と
や
被
災
地
情
報
な
ど

を
速
や
か
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
携
帯
・Ｐ
Ｃ
メ
ー
ル
に
よ
る
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
市
で

は
防
災
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

地
震
、
津
波
に
対
す
る
心
得
、

避
難
場
所
、
主
要
地
点
の
海
抜
、

津
波
被
害
想
定
区
域
な
ど
を
記
し

た
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

昨
年
８
月
に
作
成
、配
布
し
ま
し

た
。

　

津
波
対
策
看
板
設
置

　

岩
城
、
本
荘
、
西
目
地
域
の

計
１
３
７
箇
所
に
、
海
抜
表
示
看

板
、
避
難
所
誘
導
看
板
、
避
難

所
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

備
蓄
物
資
の
補
充

　

自
家
発
電
機
、
投
光
器
、
携

帯
ラ
ジ
オ
な
ど
県
と
の
共
同
備
蓄

指
定
品
目
（
19
品
目
）
を
中
心
に

市
内
16
カ
所
の
備
蓄
倉
庫
へ
順
次

補
充
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
相
互
援
助
協
定
の
締
結

　

大
規
模
な
災
害
時
に
、
同
時
に

被
災
す
る
可
能
性
の
低
い
遠
隔
地

の
自
治
体
と
災
害
時
相
互
援
助
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
１
月
26
日　

香
川
県
高
松
市

　
２
月
８
日　

長
野
県
佐
久
市

　
い
ず
れ
も
、
旧
矢
島
町
時
代
か

ら
交
流
を
続
け
て
い
る
都
市
で

す
。

　

放
射
線
量
測
定

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
い
、
市
内
に
お
け
る
空
間

放
射
線
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
な
ど

　

昨
年
９
月
10
日
か
ら
９
月
26
日

ま
で
、
市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
全
63
施
設
の

測
定
を
実
施
し
た
結
果
、
秋
田
県

の
暫
定
基
準
値
０
．
１
２
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
全
て
下
回

り
ま
し
た
。

　

公
共
事
業

　

福
島
県
隣
接
県
の
部
材
を
使

用
し
た
３
カ
所
の
市
発
注
工
事
に

つ
い
て
、
昨
年
９
月
27
日
に
測
定

し
た
結
果
、
全
て
の
部
材
が
秋
田

県
の
暫
定
基
準
値
０
．
１
９
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
下
回
り

ま
し
た
。

　

定
点
測
定

　

本
荘
消
防
署
敷
地
内
に
お
い

て
、
昨
年
11
月
７
日
か
ら
毎
日
測

定
し
い
ま
す
。ま
た
、毎
月
１
回
、

各
総
合
支
所
駐
車
場
に
て
測
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
測
定
で
は
、
秋
田

県
内
の
通
常
レ
ベ
ル
内
（
０
．
０

２
２
か
ら
０
．
０
８
６
）
で
推
移

し
て
お
り
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
被
災
地

の
復
興
支
援
と
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
後
重
要
性
を
増
す
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災害時相互援助協定締結式で固く握手を交わす長谷部市長と大西秀人高松市長

東
日
本
大
震
災　

発
生
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年

　
　
　
　

復
興
支
援
と
防
災
対
策
の
あ
ゆ
み

防
災
へ
の
取
り
組
み

復 

興 

支 

援

　東日本大震災で亡くなった方のうち、９割
の方が津波の犠牲になっています。
○大きな揺れを感じたら津波に警戒
○岩場、岸壁、防波堤から避難
○津波情報をテレビ、携帯ラジオで確認
○津波警報が出たら直ちに高台に避難
○近くに高台がなければ、丈夫な高い建物の
　高層階へ避難

由利本荘警察署からお知らせ

　

通
常
時
は
①
防
災
知
識
の
普
及

啓
発
、②
防
災
訓
練
や
地
域
の
防

災
安
全
点
検
の
実
施
、③
防
災
資

機
材
の
備
蓄
と
い
っ
た
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ざ
災

害
が
起
き
た
と
き
に
は
、①
負
傷

者
の
救
出
・
救
護
、②
初
期
消
火

活
動
、③
住
民
の
避
難
誘
導
、④
避

難
所
の
運
営
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

特
に
大
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
な

災
害
時
に
は
、
交
通
網
の
寸
断
、

通
信
手
段
の
混
乱
、
同
時
多
発
の

火
災
な
ど
で
消
防
や
警
察
な
ど
も
、

同
時
に
全
て
の
現
場
に
向
か
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

事
態
に
備
え
、
地
域
住
民
が
連
携

し
て
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
自
主
防
災
組
織
の
役

割
で
す
。
自
分
と
自
分
た
ち
の
地

域
を
守
る
た
め
に
自
主
防
災
組
織

に
積
極
的
に
参
加
し
、「
災
害
に

強
い
ま
ち
」
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
日
常

の
活
動
と
し
て
は
、
災
害
時
に
効

果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
訓

練
、
備
蓄
な
ど
の
備
え
を
行
う
こ

と
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
が
防
災

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
共
有
し
、

各
家
庭
で
災
害
に
備
え
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

活
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

「
日
常
の
活
動
が
イ
ザ
と
い
う
と

き
に
役
立
つ
」
と
い
う
実
効
性
に

基
づ
き
、
防
災
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
活
動
を
、
自
分
た
ち

の
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
に
組
み

込
め
る
か
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

計
画
し
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
日
常
に
お
け
る
主
な
活
動
項
目

①
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

・
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災
意
識
の

醸
成

・
家
庭
内
の
安
全
対
策

②
地
域
の
災
害
危
険
の
把
握

・
実
態
調
査
の
実
施
な
ど

③
防
災
訓
練

・
個
別
訓
練

・
総
合
訓
練

・
体
験
イ
ベ
ン
ト
型
訓
練

・
図
上
訓
練

④
防
災
資
機
材
な
ど
の
整
備

⑤
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策

・
地
域
内
の
要
援
護
者
の
把
握

・
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
方

法
の
検
討

　

災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
隣
近
所
の
人
た
ち
で
す
。
普
段
か
ら
近
所
づ
き
あ
い
を
大
事
に
し

て
い
る
と
、
近
隣
で
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
合
い
が
生
き
て
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
自
身
が
隣

近
所
の
人
た
ち
を
助
け
に
行
け
ま
す
。

　

地
域
が
昔
は
ど
ん
な
場
所
だ
っ
た
の
か
、
ど
ん
な
災
害
が
起
き
て
い
た
の
か
な
ど
、
地
域
の
特
性

は
昔
か
ら
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

地
域
の
特
性
を
把
握
し
た
上
で
、
住
民
同
士
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

日
常
の
活
動

自
主
防
災

自
主
防
災
活
動
で
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
ろ
う

2

Series
シリーズ

　自主防災組織活動の実践に役立てようと２月20日
㈪、カダーレで自主防災組織活動研修会が開催さ
れ、市内各地域の町内会、自主防災組織の役員など
約400人が参加しました。
　研修会では本荘西部地区旭町自主防災委員長の村
上文男さんによる活動事例発表が行われたほか、岩
手県の大槌町立大槌中学校長で鳥海地域百宅出身の
小野永喜さんが「命を守るために～東日本大震災か
ら学ぶ」と題して講演を行いました。
　村上さんは旭町自主防災組織が県立大学の協力を
得て実施した避難訓練などの取り組みや、今後の課
題について発表しました。
　小野さんは震災で津波が押し寄せ、まちが津波に
のみこまれる様子が撮影された映像を上映。その後
の救援保護業務や避難所の運営で中高生が活躍した
ことなどを紹介しました。震災の被害が拡大したこ
とについて、いったん避難したのに家にもどって被
災したり、「ここまでは来ないだろう、堤防がある

から大丈夫だろう」との
油断や過信があったのでは
ないかと話し、初期対応の
重要性を訴えました。最後
に「岩手には『津波てんで
んこ』という言葉があり、
自分の命は自分で守りなさ
いという意味です。お互い
を信頼して、てんでんばら
ばらに逃げなさいというこ
とです。自分の家族は避難しているはずだと信じて
自分も安全な所へ避難でき、お互いの安全が守れる
のです」と、参加者に津波が来たときの心構えを伝
えました。
　研修会に参加した西目地域若松町の三浦榮さん
(71歳)は、「現地の大変な状況がよくわかりました。
これをきっかけに町内の自主防災組織の活動をより
活発にやっていきたい」と意気込みを話しました。

Case Study 3　自主防災組織活動研修会　お互いに信頼し合い「命てんでんこ」

日赤由利本荘市地区から寄贈された移動式かまど

小野永喜さん
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「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、地
域
の

皆
さ
ん
の
お
声
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、市
民
と
共

に
歩
む
市
政
運
営
を
図
る
広
聴
活

動
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、す

べ
て
市
長
が
目
を
通
し
た
う
え
で
、

関
係
部
署
で
内
容
を
調
査
・
検
討

し
、
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
ふ
だ
ん
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
率
直
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
紙　

下
段
の
太
線
に
沿
っ
て

切
り
取
る
と
、
専
用
の
封
筒
に
な

り
ま
す
。
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
欄
が
足
り
な
い
場
合
は
、

手
持
ち
の
便
せ
ん
な
ど
に
お
書
き

の
う
え
、
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

23―

３
２
２

６
（
秘
書
課
あ
て
）

■
電
子
メ
ー
ル

　

hisyo@
city.yurihonjo.akita.jp

■
書
き
方
・
注
意
事
項　

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル
は
「
市
長

へ
の
手
紙
」
と
明
記
の
う
え
、
ご

意
見
な
ど
を
自
由
に
お
書
き
く
だ

さ
い
。

▼
例　

安
心
・
安
全
、
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

必
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
対
策
。「
自
分

だ
っ
た
ら
こ
の
分
野
に
力

を
入
れ
、
こ
ん
な
展
開
を

描
き
た
い
」
と
い
う
夢
や

ア
イ
デ
ア
。
制
度
に
対
す

る
疑
問
や
質
問
な
ど…

。

　

内
容
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
、
後
日
、
担
当
部

署
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
」
は
支
障

の
な
い
限
り
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
回
答
は
必
要
に
応
じ
て

行
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

は「
対
象
外
」と
し
て
返
答
で
き
か

ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
匿
名
に
よ
る
も
の
▽
特
定
の
個

人
や
団
体
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
内

容
▽
直
接
、
市
政
に
か
か
わ
り
の

な
い
事
項
▽
趣
旨
が
不
明
確
な
も

の
、
な
ど
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・
朝
夕
に
ラ
ッ
シ
ュ
が
発
生
し
て

い
る
石
脇
地
内
の
道
路
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

・
被
災
地
の
が
れ
き
処
理
に
つ
い

て
、
住
民
の
意
見
を
聞
く
た
め

の
機
会
を
十
分
に
設
け
て
ほ
し

い
。

・
カ
ダ
ー
レ
内
の
案
内
表
示
を
工

夫
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
開
館

時
間
も
早
め
て
ほ
し
い
。

・
駅
の
東
西
を
結
ぶ
陸
橋
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

・
前
杉
バ
イ
パ
ス
完
成
後
の
旧
道

の
活
用
に
つ
い
て
配
慮
し
て
ほ

し
い
。

・
市
内
各
地
域
で
設
置
さ
れ
て
い

る
ピ
ザ
窯
を
さ
ら
に
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

・
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
ほ
し

い
。

・
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
働
き
か
け
て

ほ
し
い
。

・
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

・
カ
ダ
ー
レ
の
駐
車
場
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

・
農
業
に
つ
い
て
は
手
厚
い
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

・
旧
厚
生
年
金
セ
ン
タ
ー
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
前
杉
バ
イ
パ
ス
工
事
の
進
ち
ょ

く
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

・
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
、

郵
便
局
〜
善
隣
館
の
区
間
で
防

雪
柵
の
設
置
を
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
県
道
西
滝
沢
線
の
歩
道

整
備
を
県
に
対
し
て
要
望
し
て

ほ
し
い
。

・
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
を
急

ぐ
べ
き
。

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
除
雪
体
制
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

・
観
光
分
野
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

・
由
利
橋
の
工
期
遅
延
に
つ
い
て

伺
い
た
い

・
三
川
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
伺
い
た
い

・
除
雪
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

無
料
は
い
か
が
な
も
の
か
？

・
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

処
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

・
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
は
継
続

し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

・
中
学
校
、
小
学
校
の
校
舎
建
設

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

・
大
仙
市
で
は
が
れ
き
の
受
け
入

れ
を
表
明
し
た
が
、
本
市
の
対

応
は
？

・
人
口
が
減
少
す
る
中
で
国
療
跡

地
の
整
備
は
必
要
か
？

・
福
祉
施
策
に
関
し
て
必
要
な
人

員
配
置
を
し
て
ほ
し
い
。

・
被
災
地
の
が
れ
き
処
理
に
つ
い

て
本
市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

・
が
れ
き
処
理
に
つ
い
て
復
興
を

促
進
す
る
た
め
に
も
受
け
入
れ

を
急
ぐ
べ
き
で
は
？

・
公
の
施
設
使
用
料
の
改
定
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
促
進

の
具
体
策
を
さ
ら
に
検
討
し
て

ほ
し
い
。

・
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
再
編
に
関
す
る
報
道

も
あ
り
、
心
配
し
て
い
る
。
若

者
が
地
元
に
残
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
医
師
不
足
の
解
消
を
お
願
い
し

た
い
。

・
直
根
に
あ
る
眺
望
の
良
い
場
所

の
刈
り
払
い
と
ベ
ン
チ
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

・
老
朽
化
し
た
街
路
灯
の
交
換
対

応
、
貯
水
槽
に
「
ふ
た
」
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

・
国
道
１
０
８
号
の
バ
イ
パ
ス
化

の
進
捗
は
？

・
笹
子
か
ら
伏
見
ま
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、
利
用

し
や
す
い
運
行
を
お
願
い
し
た

い
。

・
今
年
も
豪
雪
で
大
変
な
状
況
で

す
。
除
雪
の
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

・
保
育
園
を
日
曜
日
に
開
園
で
き

な
い
か
？

・
地
域
協
議
会
の
活
動
内
容
を
公

表
し
て
ほ
し
い
。

２
月
９
日
㈭　

ア
ク
ア

パ
ル　

約
80
人
参
加

本  

荘

１
月
17
日
㈫　

岩
城
会

館　

約
80
人
参
加

岩  

城

２
月
６
日
㈪　

シ
ー
ガ

ル　

約
70
人
参
加

西  

目
２
月
３
日
㈮　

紫
水
館

約
50
人
参
加

鳥  

海

１
月
13
日
㈮　
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　
約
70
人
参
加

大  

内

１
月
30
日
㈪　

善
隣
館

約
115
人
参
加

由  

利

２
月
２
日
㈭　

有
鄰
館

約
110
人
参
加

東
由
利

１
月
23
日
㈪　

日
新
館

約
75
人
参
加

矢  

島

　1月13日の大内地域を皮切りに２月９日の本荘地域で
の開催まで、全地域合わせて650人に上る市民の皆さん
に出席いただきました。それぞれの地域で貴重なご意見
や要望を寄せていただきました。
　今後も地域の声に耳を傾け皆さまの声を市政に反映さ
せるよう努力してまいりますので、市政へのご理解とご
協力をお願いします。　（写真は本荘地域の「ふれあいトーク」で）

　1月13日の大内地域を皮切りに２月９日の本荘地域
の開催まで、全地域合わせて650人に上る市民の皆さ

市民とのふれあいトーク
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翌
23
日
に
就
任
し
た
石
川
副
市
長
は
、
市
職

員
に
向
け
、「
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
職
員
と
し
て
の

行
政
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
長
谷
部
市
長
の

も
と
で
住
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
の
た
め

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
山
積
す

る
課
題
に
対
し
て
は
「
報
・
連
・
相
」
が
大
事

で
す
。
次
の
世
代
に
よ
り
良
い
由
利
本
荘
市
を

引
き
継
ぐ
私
た
ち
の
使
命
を
実
現
す
る
た
め
、

長
谷
部
市
長
を
先
頭
に
一
致
団
結
し
て
職
務
に

あ
た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
本
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
、

副
市
長
の
選
任
に
か
か
る
人
事
案
件
が
上
程
さ

れ
、
石
川
裕
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
荘
高
校
卒
業
。
教
育
総
務
課
長
、
企
画

調
整
部
次
長
兼
企
画
調
整
課
長
を
経
て
、
平

成
23
年
４
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
同
部
長
。
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みなさんの活躍がまちの元気です！

お
た
よ
り

　

長
年
に
わ
た
る
技
能
の
研
さ

ん
と
、
業
界
の
発
展
や
後
進
の

育
成
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

を
た
た
え
る
「
市
優
良
技
能
者

表
彰
式
」
が
２
月
17
日
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の

は
、
山
田
忠
夫
さ
ん
（
76
歳
・

石
脇
・
板
金
業
）、
柴
山
次
郎

さ
ん
（
73
歳
・
赤
田
・
建
築
大

工
業
）、
齊
藤
實
さ
ん
（
73
歳
・

岩
谷
町
・
板
金
業
）、
岡
見
鑛

藏
さ
ん（
64
歳
・
岩
城
二
古
・
同
）、

齊
藤
義
春
さ
ん（
64
歳
・
松
本
・

左
官
業
）、
三
浦
政
志
さ
ん

（
62
歳
・
五
十
土
・
建
築
大
工

業
）、
佐
々
木
信
男
さ
ん
（
60

歳
・
石
脇
・
同
）の
７
人
の
方
々

で
す
。

　

長
谷
部
市
長
は
表
彰
状
の
贈

呈
に
続
き
、「
技
能
職
人
と
し

て
の
熱
意
と
誇
り
を
持
ち
、
他

の
模
範
と
し
て
、
地
域
産
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
こ
ら

れ
た
ご
功
績
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

培
わ
れ
た
熟
練
の
技
を
発
揮
し

な
が
ら
、
次
代
を
担
う
技
能
後

継
者
た
ち
に
連
綿
と
技
能
を
継

承
さ
れ
、
業
界
の
発
展
と
地
域

振
興
の
た
め
ご
精
進
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

親
子
読
書
感
想
発
表
会
や
学

校
図
書
館
支
援
事
業
、
読
み
聞

か
せ
会
な
ど
の
地
域
に
密
着
し

た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ

ど
由
利
図
書
館
が
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
㈯
に
は
矢
島
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ひ
だ
ま
り
」
の
佐
藤

子
さ

ん
、
佐
藤
昌
子
さ
ん
、
徳
山
瑠

美
さ
ん
に
よ
る
親
子
読
書
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
読
書
会
で

は
紙
芝
居
や
折
り
紙
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
が
行
わ
れ
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。「
ひ
だ
ま

り
」
の
皆
さ
ん
は
「
家
で
お
母

さ
ん
を
独
り
占
め
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
で
は
一
緒
に
い
ら
れ
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
も
あ
り
、
共

稼
ぎ
も
増
え
て
い
る
な
か
で
、

こ
う
い
っ
た
活
動
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
季

節
に
合
わ
せ
て
い
ろ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を

話
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
土
田

結
月
さ
ん
（
４
歳
）
は
「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来

た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

　

由
利
図
書
館
の
伊
藤
康
勝
館

長
は
「
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
も
ら
え
る
図
書
館
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
学
校
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
読
書
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
を
喜
び
ま
し

た
。

左から山田さん、柴山さん、齊藤さん（代理出席）、長谷部市長、岡見さん、齊藤さん、三浦さん、佐々木さん

技
能
の
研
さ
ん
と
後
進
の
育
成
に
貢
献

優
良
技
能
者　

７
人
を
表
彰

長
年
の「
子
ど
も
読
書
活
動
」が
実
る

　
　

由
利
図
書
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰

◆「新成人・二十歳の誓い」を読んで、皆
　さんこれまで育ってきたことを親や地域
　の人たちに感謝していることにとても感
　動しました。これからいろいろなことが、
　たくさんあると思いますが、自分を信じ
　て頑張ってほしいと思った瞬間でした。
　　　　　（成田さん・75歳・本荘地域)

読者プレゼント

伊藤ひとみさん（岩城地域)
荻原　千里さん（矢島地域）
熊谷　雄二さん（由利地域)
細谷　優子さん（大内地域)
石塚亜紀子さん（西目地域)

セゾンふーげつからの読者プレゼントを次の５人の方へプレゼントします。
2月2月の当選者発当選者発表！！2月の当選者発表！！

※写真はイメージです。
　実際の賞品とは異なります。

●「お菓子の詰め合わせ「お菓子の詰め合わせ」（計５人）（計５人）●「お菓子の詰め合わせ」（計５人）
たくさんの
ご応募
ありがとう
ございます。



 

①
新
規
就
農
者
支
援
事
業

支
援
期
間　

１
年
（
４
月
〜
平
成 

　

25
年
３
月
）

対
象　

新
規
就
農
者
で
、
申
請
時

　

の
年
齢
が
お
お
む
ね
40
歳
以
下

　

の
方
（
就
農
計
画
書
な
ど
が
必

　

要
で
す
）

助
成
金　

年
額
30
万
円
以
内

 

②
農
業
後
継
者
等
研
修
事
業

　
　

 〈
肉
用
牛
研
修
コ
ー
ス
〉

場
所　

ゆ
り
高
原
ふ
れ
あ
い
農
場

研
修
期
間　

１
年
ま
た
は
６
カ
月 

　
（
４
月
〜
平
成
25
年
３
月
）

対
象　

新
規
就
農
者
ま
た
は
現
在

　

農
業
を
営
む
方
で
、
肉
用
牛
の

　

繁
殖
・
肥
育
経
営
を
志
向
す
る

　

申
請
時
の
年
齢
が
お
お
む
ね
40

　

歳
以
下
の
方
（
研
修
計
画
書
が

　

必
要
で
す
）

助
成
金

研
修
期
間
中
、
月
額

10
万
円
以
内

申　

請　

①
は
今
期
の
就
農
で
作

　

付
け
・
営
農
が
可
能
な
時
期
ま

　

で
／
②
は
今
年
８
月
ま
で

募
集
人
数　

①
５
人
／
②
１
人

　
（
申
請
書
な
ど
の
審
査
に
よ
り

　

助
成
を
決
定
し
ま
す
。
定
員
に

　

な
り
次
第
募
集
終
了
）
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平
成
24
年
度
か
ら
は

が
措
置
さ
れ
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
　
　

農
業
振
興
課 

農
政
班　

☎
24
―
６
３
５
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は 

各
総
合
支
所 

産
業
課

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
「
規
模
拡
大
加
算
交
付
金
」 

に
加
え
、

青
年
就
農
給
付
金

農
地
集
積
協
力
金

農地の
受け手

◎
10
㌃
当
た
り
２
万
円
を
交
付

青　年
就農者

◎
年
間
１
５
０
万
円
を
一
定
期
間
給
付
（
準
備
型
＝
最
長
２
年
間
／
経
営
開
始
型
＝

　

最
長
５
年
間
）

◎
土
地
利
用
型
農
業
の
生
産
・
販
売
を
や
め
て
、
全
て
の
農
地
を
貸
し
出
す
な
ど
の

　

場
合
、
一
戸
当
た
り
30
〜
70
万
円
を
交
付

◎
中
心
経
営
体
の
農
地
の
連
担
化
に
協
力
す
る
場
合
、
10
㌃
当
た
り
５
千
円
を
交
付

◎
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

◎
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
と
、
ス
ー
パ
ー
L
資
金
の
金
利
負
担
軽
減

　

措
置
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成
20
年
度
以
降
に
就
農
さ
れ
た
方
で
も
、
対
象
と

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

農地の
出し手

《
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
》

市
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム

開催
市農業大賞表彰式
　本市の農業ビジョンを展望し語り合　本市の農業ビジョンを展望し語り合う
「アグリフォーラム」と、農業振興と地「アグリフォーラム」と、農業振興と地
場農産品の有利販売に資することなどを場農産品の有利販売に資することなどを
目的に、このほど新設した「市農業大賞」の表彰式を開催します。目的に、このほど新設した「市農業大賞」の表彰式を開催します。
　タレントの桜庭みさおさんによる講話とアグリトークや、市　タレントの桜庭みさおさんによる講話とアグリトークや、市
内の直売施設などで販売する農産加工品の展示・試食などもあ内の直売施設などで販売する農産加工品の展示・試食などもあ
ります。皆さんお誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。ります。皆さんお誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

　本市の農業ビジョンを展望し語り合う
「アグリフォーラム」と、農業振興と地
場農産品の有利販売に資することなどを
目的に、このほど新設した「市農業大賞」の表彰式を開催します。
　タレントの桜庭みさおさんによる講話とアグリトークや、市
内の直売施設などで販売する農産加工品の展示・試食などもあ
ります。皆さんお誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

①農産加工品などの展示・試食会
　　　　　　　　　（正午～午後４時）

②市農業大賞  表彰式
　　　　　　　　　（午後１時30分～）

③アグリフォーラム    （１時50分～）

３月14日（水）■日 時

■会 場　安楽温泉
正午～午後４時

　野菜ソムリエ・フードコーディネー
ターの資格を持つタレントの桜庭
みさおさんを迎えて講話と受賞者を
交えたアグリトークを開催

桜 庭 みさおさん
女性ご当地タレントの草分け的存在。
テレビやラジオなどへの出演のほか、
日本ベジタブル＆フルーツマイスター
協会認定野菜ソムリエなど、数多くの
資格を取得し、現在食育講師としても
幅広く活躍中。

■当日の内容

■問い合わせ先／　農 業 振 興 課　☎24 ―６２３４

『
青
年
就
農
給
付
金
』

『
規
模
拡
大
加
算
交
付
金
』

『
農
地
集
積
協
力
金
』

農
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
「
担
い
手
農
家
」
を
支
援
！

新
規
就
農
や
就
農
準
備
の
方
を
応
援
し
ま
す
！

受
け
手
に
農
地
を
出
す
方
へ
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
！

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　

農
業
振
興
課 

元
気
集
落
支
援
班

　
　
　
　
　
　

  

☎
24
―
６
2
3
4

　
　

  

ま
た
は 

各
総
合
支
所 

産
業
課

平成24年度から
新たに設置

地域の将来を展望
「人・農地プラン」を

する
作成した場合
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お
知
ら
せ
し
ま
す

　

制
度
改
正
に
よ
っ
て
本
年
４
月
か
ら
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の
窓
口
負
担
割

合
は
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
１
割
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
３
月
中
旬
以
降
、

新
た
な
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

※
新
た
な
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は

　
「
平
成
24
年
７
月
31
日
」
と
記
載
さ
れ

　

ま
す
。
こ
れ
は
、
８
月
に
前
年
の
所
得

　

を
も
と
に
判
定
し
た
際
、
負
担
割
合
が

　

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
で
、
判

　

定
後
も
負
担
割
合
が
変
わ
ら
な
い
方
は
、

　

平
成
25
年
３
月
ま
で
１
割
の
負
担
と
な

　

り
ま
す
。

◆
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

 『
高
額
療
養
費
制
度
』
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
額
は
、
月
額
で
限
度
額
（
自
己
負
担

限
度
額
＝
表
１
お
よ
び
表
２
参
照
）
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
超
え
た

分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
病
気
や
け
が
、
慢
性
疾
患
の
治
療

費
が
か
さ
む
場
合
な
ど
に
被
保
険
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
■
申
請
の
方
法

　
①
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

　

国
保
か
ら
世
帯
主
宛
に
て
通
知
（
診
療

　

月
の
２
カ
月
後
以
降
）
を
し
ま
す
。

②
通
知
書
と
国
保
の
保
険
証
、
印
鑑
、
医

　

療
費
の
領
収
書
、
世
帯
主
の
通
帳
を
持

　

参
の
上
、市
民
課
ま
た
は
、各
総
合
支
所

　
市
民
福
祉
課
で
申
請
を
し
ま
す
。

③
国
保
か
ら
支
給
決
定
通
知
書
が
送
付
さ

　

れ
、
指
定
口
座
へ
高
額
療
養
費
が
振
り

　

込
ま
れ
ま
す
。

■
申
請
手
続
き
の
留
意
点

　　
毎
年
８
月
〜
７
月
末
ま
で
の
間
に
次
に
該
当

す
る
方
は
、
市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、
転
居
前
の

市
町
村
や
、
以
前
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の

窓
口
へ
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
他
の
市
町
村
か
ら
転
居
さ
れ
た
方

○
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
保
に
移
ら
れ
た
方

　

入
院
す
る
場
合
に
は

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

　
　
　
　

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　

入
院
す
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」）の
提
示
に
よ
り
、
医
療
機
関
で

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。
国
保
の
保
険
証
を
持
参
の

上
、
市
役
所
窓
口
に
て
交
付
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

し
な
い
場
合
は
、
総
医
療
費
の
３
割
が

請
求
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
70
〜
74
歳
の

方
は
高
齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合
に
よ

り
「
一
般
」
ま
た
は
「
現
役
並
み
所
得

者
」
の
ど
ち
ら
か
の
自
己
負
担
限
度
額

が
請
求
さ
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
以
上
支
払
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
な
ど
特
別
な
理
由
の
た
め
、
生

活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、

医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
額

（
一
部
負
担
金
）
が
減
免
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

が「
１
割
の
方
」は
引
き
続
き
、１
割

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
３
割
負
担
の
方
と
一
定
の
障
が
い
が

　

あ
り
後
期
高
齢
医
療
制
度
の
適
用
を

　

受
け
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

※総医療費は領収書にてご確認ください
　（領収書に「総点数及び総診療点数」と
　記載されている場合は、記載されてい
　る数字の10倍が総医療費となります）

「70歳未満の方」と「70～74歳の方」では、
自己負担限度額や計算方法が異なりますので、
ご注意ください。

 『
高
額
医
療
･
高
額
介
護

　

 　
　
　
　

合
算
療
養
費
制
度
』

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方
全
員
が
、
１
年
間
（
毎
年
８
月

〜
翌
年
７
月
末
）
に
お
支
払
い
さ
れ
た
医

療
費
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担

額
を
合
計
し
、
基
準
額（
表
３
）を
超
え
た

場
合
に
、そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま

す
。

70～74歳の方
①  高齢受給者証の負担割合が「３割」となっている場合
②  ①・③・④以外の場合
③  世帯員全員が住民税非課税の場合
④  ③のうち、世帯員全員の所得が一定以下（※1）の場合

67万円
56万円
31万円
19万円

（※１） …  年金収入が 80万円以下など

70歳未満の方
①  世帯員全員の合計所得が一定以上（※２）の場合
②  ①・③以外の場合
③  世帯員全員が住民税非課税の場合

126万円
67万円
34万円

（※２） … 合計所得 600万円以上

〔
表
３
〕 

■
支
給
基
準
額

　本年４月１日から「認定証」などを提示すれば、
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます。
　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な
外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負
担限度額以上になった場合でも、いったんその額を
お支払いただいていましたが、本年４月１日からは、
その必要がなくなります。（表４参照）

“高額な外来診療を受診する”
　　　　　国保加入者の皆さんへ

自
己
負
担
額
の
減
免
制
度

《例えば 夫婦２人世帯の場合》
［ともに72歳・住民税非課税］

高額な外来受診者 事前の手続き 病院･薬局などで

●70歳未満の方
●70歳以上の住民税
   非課税世帯などの方

〔
表
4
〕 

■
高
額
な
外
来
治
療

◇「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。
　（高額療養費の申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、
　 後日、国民健康保険から支給されます）

市民課または、各総合支所
市民福祉課で「認定証（限度
額適用認定書）」の交付を
申請してください

●70歳以上で、住民
　税非課税世帯では
　ない方

必要ありません

「認定証」を窓口
に提示してくだ
さい

「高齢受給者証」
を窓口に提示し
てください

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額（※1）

一　　　般 80,100円 ＋
（総医療費－267,000円）×１％

上位所得者
　　　　（※２）

住民税
非課税世帯

44,400円

35,400円

83,400円

24,600円

〔表１〕 ■「70歳未満の方」の自己負担限度額（月額）

150,000円＋
（総医療費－500,000円）×１％

（※１）… 過去12カ月間に高額療養費の
　　　　　支給が４回以上あった場合の
　　　　　自己負担限度額となります。

（※２）… 基礎控除後、総所得金額が
　　　　　600万円を超える世帯が該当。
　　　　　また、所得の申告をしてない
　　　　　方も上位所得者となります。

所得区分 外来（個人ごと）

一　　　般 12,000円

44,400円

8,000円

現役並み
所得者（※１）

低所得者

44,400円

24,600円
15,000円

〔表２〕 ■「70～74歳の方」の自己負担限度額（月額）
（※１）… 高齢受給者証の一部負担割合
　　　　　が３割の方

（※２）… 同一世帯の世帯主および国保
　　　　　被保険者が低所得者Ⅰ
　　　　　　　　　　（※３）以外の方

（※３）… 同一世帯の世帯主および国保
　　　　　被保険者が住民税非課税で、
　　　　　その世帯の各所得が必要経費・
　　　　　控除（年金所得は、控除額を
　　　　　80万円として計算）を差し引
　　　　　いたときに０円となる方

80,100円 ＋
（総医療費－267,000円）×１％

外来＋入院（世帯単位）　　…… A

対象月以前１年間に　 の限度額を超えた高額
療養費を３回以上受けているときは44,400円

A

Ⅱ（※2）
Ⅰ（※3）（住民税非課税）

軽減前　１年間で、
医療保険で２５万円、
介護保険で２５万円
を支払い、年間の
負担が５０万円
だった

軽減後　年間50万円を支払った
後、申請をすることで、基準額
３１万円を超えた金額（１９万円）が
支給され、年間の負担が３１万円
に軽減（上記 表３【70～74歳の
方】の中の、③に該当）
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石川　　忍（陸　上･古雪）

三浦要一郎（卓　球・西目町出戸）

土橋　　傑（カヌー･石脇）

佐々木　空（カヌー･一番堰）
阿部　菜那（柔　道･本荘高２年）
佐藤　美鈴（カヌー･由利高３年）
野呂　瑞季（ボート･松ヶ崎）
奥山　葉月（ボート･矢島町川辺）
田中佑可子（ボート･肴町）
佐々木　藍（ボート･西大鍬町）
富樫　　豪（サッカー･西目町出戸）
片山　直哉（サッカー･薬師堂）
深澤　裕輝（サッカー･二番堰）
小澤　竜己（サッカー･西目町沼田）
新里　彰平（サッカー･西目町沼田）
大金　祐輔（サッカー･西目町沼田）
三浦　俊輔（サッカー･三条）
小笠原正樹（サッカー･薬師堂）
伊藤　健史（サッカー･西目町沼田）
小助川一久（陸　上･出戸町）

本荘高校端艇部男子
本荘高校端艇部女子

今野　　駿（スキー･笹子小１年）
冨樫　明音（柔　道･新山小２年）
小川　　拓（空　手･新山小２年）
梅津　友熙（スキー･東由利小３年）
佐々木　絵（カヌー･尾崎小４年）
北嶋　優翔（カヌー･尾崎小４年）
真坂　　樹（卓　球･鶴舞小４年）
須田　　歩（スキー･矢島小４年）
佐々木瑠南（空　手･西目小４年）
今野　太智（柔　道･小友小５年）
浦山　礼央（水　泳･新山小５年）
梅津　太一（スキー･東由利小５年）
小沼　　桜（スキー･笹子小５年）
齋藤　碧華（空　手･尾崎小６年）
小畑　茉凛（水　泳･尾崎小６年）
佐藤　永希（柔　道･尾崎小６年）
堀　　達哉（陸　上･岩谷小６年）
菊地　優奈（陸上･上川大内小６年）
佐々木ひなの（バドミントン･
　　　　　　　　　 東由利小６年）
佐藤　陽大（卓　球･川内小６年）
赤川　詩織（スキー･川内小６年）
小沼　徳行（スキー･笹子小６年）
吉田　結菜（空　手･岩城中１年）
畠山　　皓（スキー･東由利中１年）
齋藤　慎悟（水　泳･本荘南中２年）
高橋　仁美（柔　道･本荘東中２年）
佐藤　成恵（卓　球･鳥海中２年）
棒　　智成（ボート･本荘南中３年）
北原　直樹（ボート･本荘南中３年）

齊藤　星南（カヌー･本荘南中３年）
皆川　聖空（ライフル･岩城中３年）
石垣　祐美（弓　道･由利高２年）
金子　麻美（ボート･本荘高２年）
今野　颯斗（弓　道･由利高３年）
長谷川遼子（ボート･肴町）
三浦　晧光（弓　道･西目町西目）
小野　アヤ（グラウンドゴルフ･
　　　　　　　　　　　　　 石脇）
斎藤　澄子（グラウンドゴルフ･
　　　　　　　　　　　　　 石脇）

本荘ソフトボールスポーツ少年団
新山グリッターズ
　　　　　　  野球スポーツ少年団
川内卓球スポーツ少年団
本荘北中学校男子ソフトボール部
本荘東中学校男子ソフトボール部
本荘南中学校ボート部
　　　　　　  女子ダブルスカルＡ
本荘南中学校ボート部
　　　　　　  女子ダブルスカルＢ
本荘南中学校ボート部
　　　　　　  男子クォドルプルＡ
由利高校ボート部
　　　  女子舵手つきクォドルプル
由利高校バレーボール部
本荘高校柔道部女子団体
　　　　　　　　　　　　（敬称略）

◆功労賞 ◆奨励賞【個人】

◆奨励賞【団体】

◆有功賞

◆優秀指導者賞

◆栄光賞【個人】

◆栄光賞【団体】

　長年にわたり市のスポーツ振興に功績のあった
方々や、各大会で輝かしい成績を収めた選手やチー
ムの栄光をたたえる「市スポーツ賞表彰式」が2月
16日、アクアパルで行われました。受賞された皆さ
んは、決意を新たにさらなる前進を誓い合いました。

栄光をたたえて―  13団体・58個人を表彰
平成23年度

由
利
本
荘
雪
ま
つ
り

①

②

⑤

⑦

⑧

⑥

③

や
し
ま
冬
ま
つ
り
・
酒
蔵
開
放 

２
月
11
日
／
矢
島
駅
前
、

　
　
　

天
寿
酒
造
・
佐
藤
酒
造

　

時
折
、
風
雪
の
強
ま
る
中
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
や
雪
中

た
か
ら
探
し
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
に
は
子
ど
も
達
の
歓
声
が

響
き
ま
し
た
（
写
真
①
）。

　

一
方
、
酒
蔵
開
放
で
は
、
当

日
限
定
の
お
酒
が
並
び
、
ま
た

特
別
価
格
で
販
売
さ
れ
る
と
あ

っ
て
、
試
飲
や
買
い
求
め
る
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
（
②
③
）。

雪
も
の
が
た
り
２
０
１
２

２
月
12
日
／

  

道
の
駅
「
東
由
利
」
特
設
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

超
神
ネ
イ
ガ
ー
の
雪
像（
④
）

が
出
迎
え
る
会
場
で
は
、
餅
つ

き
や
雪
上
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
特

産
品
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
鴨
の

〝
つ
み
れ
鍋
〞
が
振
る
舞
わ
れ
、

来
場
者
が
列
を
連
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
東
由
利
小
５
年
生
が
、

商
工
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
自
ら
が
商
品
を

選
定
し
、
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま

で
を
計
画
し
た
「
キ
ッ
ズ
マ
ー

ト
」
を
出
店
（
⑤
）。
甘
酒
、
焼

き
ド
ー
ナ
ツ
、
米
、
ひ
な
か
ざ

り
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
小

笠
原
葵
恵
さ
ん
は
「
包
装
の
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
て
作
っ
た
り
準

備
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
買
っ
て
も

ら
っ
て
う
れ
し
い
。
お
店
っ
て

面
白
い
で
す
」
と
話
し
、
好
調

な
売
れ
行
き
を
喜
び
ま
し
た
。

雪
ま
つ
り
in
鳥
海
高
原
２
０
１
２

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ま
つ
り

２
月
19
日
／

　
　

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
多
く
の
家

族
連
れ
が
、
雪
の
タ
ワ
ー
づ
く

り
競
争
（
⑥
）
や
雪
中
宝
さ
が

し
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
雪
の
滑

り
台
（
⑦
）
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
乗
車
体
験
（
⑧
）、
モ
ー
ビ

ル
が
引
く
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
で

の
滑
走
な
ど
、雪
遊
び
を
楽
し
み
、

冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
達
が
つ
い
た
餅
を
使
っ

た
雑
煮
や
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
は
冷
え
た
身
体
を
温
め

て
い
ま
し
た
。

④



■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時
・
会
場　
３
月
８
日
㈭
・
15

　
日
㈭
・
22
日
㈭　

午
後
１
時
15

　
分
〜
５
時
・
市
役
所
市
民
相
談
室

日
時
・
会
場　

３
月
25
日
㈰　

午

　

前
９
時
〜
正
午
・
市
役
所
附
属

　

会
館
２
階
１
号
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

３
月
７
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

市
役
所
５
階
第
６
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）
の
毎
日
午
前
９
時
〜
午
後

　

３
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
相
談
室　

☎
24―

　

６
２
５
１

　

大
切
な
人
を
自
死
で
喪
っ
た
体

験
を
持
つ
方
同
士
が
、
悲
し
み
や

つ
ら
さ
な
ど
、
本
音
で
思
い
を
語

り
合
い
、
分
か
ち
合
う
集
い
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

 （
参
加
無
料
。
要
事
前
予
約
）

日
時　

奇
数
月
の
第
２
金
曜
日

　

 （
３
月
の
開
催
は
９
日
㈮
）　
午

　

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

県
由
利
地
域
振
興
局
福
祉

　

環
境
部
（
由
利
本
荘
保
健
所
）

　

２
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
福
祉
環
境
部　

調
整
・
障

　

害
者
班　

☎
22―

４
１
２
０

　

売
り
上
げ
、
生
産
量
が
減
少
し

て
お
悩
み
の
方
、
従
業
員
の
雇
用

維
持
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
14
日
㈬　

午
後
１
時

　

〜
４
時

会
場　

市
商
工
会
本
所　

１
階

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
社
会
保

　

険
労
務
士
会　

☎
０
１
８―

８

　

６
４―

１
６
６
６

日
時　

３
月
13
日
㈫
、
14
日
㈬
、

　

22
日
㈭
の
午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

鶴
舞
会
館　

３
階
会
議
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会

　

福
祉
協
議
会
本
荘
支
所　

☎
24

　

―

３
６
３
４

対
象
と
な
る
公
金　

保
育
料
、
後

　

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

　

保
険
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担

　

金
・
分
担
金
、
集
落
排
水
受
益

　

者
分
担
金
、
下
水
道
使
用
料

対
象
と
な
る
方　

①
市
税
・
国
保

　

税
に
滞
納
が
あ
り
、
再
三
の
催

　

告
に
応
じ
ず
、
か
つ
複
数
年
度

　

に
滞
納
が
あ
る
方
。 

②
移
管
と

　

な
っ
た
方
と
同
一
世
帯
の
方
。

移
管
ま
で　

①
対
象
と
な
る
方
へ
、

　

３
月
中
に
現
在
の
担
当
課
が

　

 「
納
付
催
告
書
兼
収
納
課
へ
の

　

移
管
予
告
通
知
書
」
を
送
付
し

　

ま
す
。 

②
指
定
期
日
ま
で
に
完

　

納
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
納
付
相

　

談
が
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て

　

収
納
課
へ
徴
収
業
務
を
移
管
し

　

ま
す
。

移
管
後　

地
方
税
法
お
よ
び
国
税

　

徴
収
法
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ

　

り
、
滞
納
者
の
財
産
（
動
産
、

　

不
動
産
、
給
与
、
預
貯
金
、
生

　

命
保
険
な
ど
）
を
調
査
し
、
差

　

し
押
え
・
公
売
な
ど
の
滞
納
処

　

分
を
行
い
ま
す
。

※
 「

移
管
予
告
通
知
書
」
の
送
付

　

に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
納

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

　

度
に
納
付
で
き
な
い
特
別
な
事

　

情
が
あ
る
場
合
は
、
現
在
の
担

　

当
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

現
在
の
担
当
課

　

ま
た
は
収
納
課　

☎
24―

６
２

　
５
６

訪
問
督
励
を
強
め
て
い
ま
す

　

納
期
内
納
付
の
督
励
や
、
口
座

振
替
の
推
進
を
目
的
に
、
納
税
相

談
員
が
滞
納
者
宅
を
訪
問
し
、
催

告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
て
徴
収
す
る
場
合
は
、

携
帯
端
末
機
か
ら
出
力
す
る
領
収

証
（
レ
シ
ー
ト
）
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
場
合
、
徴
収
金
額
に

誤
り
が
な
い
か
、
後
日
抽
出
し
て

調
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

毎
年
３
月
か
ら
５
月
ま
で
は

『
完
納
特
別
強
調
月
間
』
で
す
。

本
年
度
の
納
期
限
は
２
月
末
で
終

了
し
て
い
ま
す
。
滞
納
す
る
と
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
今
一
度

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
い
た

だ
き
、
納
期
内
納
付
と
口
座
振
替

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 『
夜
間
相
談
窓
口
」
の
ご
活
用
を

　

３
月
の
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日

は
窓
口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、

市
税
の
納
付
と
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。 

開
設
場
所　

市
役
所
収
納
課

開
設
日
時　

３
月
１
日
、
７
日
、

　

８
日
、
14
日
、
15
日
、
21
日
、

　

22
日
、
28
日
、
29
日

問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課　

☎
24

　

―

６
２
５
６
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市
で
は
、
市
税
な
ど
の
公
金
の
滞
納
額
を
縮
減
す
る
た
め
、

滞
納
と
な
っ
て
い
る
公
金
と
滞
納
者
の
情
報
を
現
在
の
担
当
課

か
ら
収
納
課
に
移
管
し
て
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
徴
収
す
る

「
公
金
徴
収
一
元
化
」
を
本
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
道
路
維
持
業
務
作
業
員
】

勤
務
内
容　

道
路
維
持
業
務
（
冬

　

期
除
雪
機
械
運
転
作
業
含
む
）

勤
務
地　

西
目
総
合
支
所
建
設
課

応
募
資
格　

大
型
・
大
特
免
許
保

　

有
者
で
車
両
系
建
設
機
械
技
能

　

講
習
受
講
者

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30

　

日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

運
転
免
許
証
な
ど
資
格
を
証
明

　

す
る
も
の
（
写
し
）
を
添
付
し
、

　

３
月
15
日
㈭
ま
で
、
西
目
総
合

　

支
所
振
興
課　

☎
33―

４
６
１

　

０
【
学
童
保
育
補
助
員
】

勤
務
地　

ゆ
り
保
育
園
（
前
郷
）

勤
務
時
間
（
勤
務
割
表
に
よ
る
）

　

平
日
＝
午
後
２
時
〜
４
時
間
勤

　

務
／
学
校
休
業
日
＝
午
前
８
時

　

30
分
〜
７
時
間
45
分
勤
務

雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30

　

日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
３
月
15
日
㈭
ま
で
、
由
利
総
合
支

　
所
振
興
課　

☎
53―

２
１
１
２

対
象　

本
市
在
住
の
外
国
出
身
者

　

 （
企
業
研
修
生
を
除
く
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ

【
日
本
語
学
習
教
室
】

日
時　

４
月
６
日
〜
12
月
21
日
の

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
６
時
45
分

　

〜
午
後
８
時
45
分

内
容　

初
級
程
度
の
日
本
語
学
習

　

 （
日
常
会
話
、読
み
書
き
な
ど
）

　

を
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
を

　

設
定
し
ま
す

受
講
料　

３
千
円
程
度
（
テ
キ
ス

　

ト
代
）

【
日
本
語
漢
字
教
室（
定
員
20
人
）】

日
時　

４
月
４
日
〜
平
成
25
年
３

　

月
27
日
の
毎
週
水
曜
日　

午
前

　

10
時
〜
正
午

内
容　

漢
字
の
読
み
方
、
書
き
方

　

を
重
点
的
に
学
習
し
ま
す

受
講
料　

千
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト

　

代
）

※

漢
字
教
室
は
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

中
央
公
民
館
窓
口
に
備
え
付
け

　

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
３
月

　

26
日
㈪
ま
で
、

　

中
央
公
民
館　

☎
22―

０
９
０

　

０
、

　

藤
嶋
さ
ん　

☎
22―

６
０
０
３

出
店
場
所　

本
荘
公
園
内
二
の
丸

　

東
側
広
場

出
店
規
定　

本
荘
地
域
に
居
住
の

　

方
と
同
地
域
の
業
者
を
優
先

出
店
規
模　

間
口
５
．
４
㍍
、
奥

　

行
３
．
６
㍍

募
集
小
間
数　

22
小
間

出
店
料　

市
内
出
店
者
＝
１
万
円
、

　

市
外
の
商
業
者
・
組
合
・
団
体
、

　

個
人
＝
１
万
５
千
円

申
込
期
間　
３
月
２
日
㈮
〜
12
日
㈪

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
観
光
協
会
本
荘
支
部
事
務
局

　

 （
観
光
振
興
課
内
）　

☎
24―

　

６
３
４
９

設
置
場
所　

本
荘
消
防
署
岩
城
分

　

署
、
大
内
分
署
、
東
由
利
分
署
、

　

西
目
分
署
の
４
カ
所

設
置
期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
（※

　

年
度
を
定
め
ず
更
新
）

取
扱
商
品　

清
涼
飲
料
水
な
ど

事
業
者
の
決
定
方
法　

申
請
が
複

　

数
あ
っ
た
場
合
は
販
売
手
数
料

　

率
の
高
い
業
者
と
し
、
販
売
手

　

数
料
率
が
同
じ
場
合
に
は
抽
選

　

に
よ
り
決
定
し
ま
す

※

応
募
資
格
要
件
、
仕
様
な
ど
の

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　

ご
確
認
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
総

　

務
課　

☎
22―

４
２
８
２

日
時　

３
月
７
日
㈬　

午
前
10
時

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象　

本
市
に
在
住
す
る
60
歳
以

　

上
の
方

年
会
費　

３
千
円

問
い
合
わ
せ
先　

市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

☎
24―

　
５
１
１
１

※

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
の
い
ず
れ

　

か
の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て

自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
（
原
則
）
65
歳
以
上

の
方
を
、
高
齢
期
に
お
け
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
参
考
と
し
て
紹
介

す
る
た
め
募
集
し
ま
す
。

●
例
え
ば
こ
ん
な
方…

○
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
社
会

　

に
還
元
し
活
躍
中
！

○
近
隣
住
民
や
仲
間
で
の
支
え
合

　

い
活
動
に
積
極
的
に
貢
献
！

※

自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん

申
込
期
限　

３
月
30
日
㈮

申
込
先　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

　

課（
本
荘
地
域
は
長
寿
支
援
課
）

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援
課

　

☎
24―

６
３
２
２

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の

ご
相
談
に
専
門
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

日
時　

３
月
11
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

カ
ダ
ー
レ
２
階　

会
議
室

内
容　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、

　

余
暇
の
利
用
、
権
利
擁
護
、
就

　

業
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

県
心
身
障
害
者

　

コ
ロ
ニ
ー
（
伊
藤
）　

☎
０
８

　

０―

６
０
０
６―

０
１
８
４
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■
救
急
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

○
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の
番
号
は

　

 「
１
１
９
番
」
で
す
。

○
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
は
ど

　

う
し
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
大
切
な

　

方
を
救
う
た
め
に
も
正
し
い
応

　

急
手
当
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

　

し
ょ
う
。（
消
防
署
で
応
急
手

　

当
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
）

○
人
出
が
あ
る
場
合
は
救
急
車
の

　

来
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
案
内
に

　

出
る
と
到
着
が
早
く
な
り
ま
す
。

○
事
故
や
具
合
が
悪
く
な
っ
た
状

■
救
急
車
の
呼
び
方
は―

　

１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
指
令

員
が
救
急
車
の
出
動
に
必
要
な
こ

と
を
順
番
に
お
伺
い
し
ま
す
。
緊

急
性
が
高
い
場
合
は
、
す
べ
て
お

伺
い
す
る
前
で
も
救
急
車
が
出
動

し
ま
す
。

 

あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
と

　
　
　

  

答
え
て
く
だ
さ
い

① 「
救
急
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

②
来
て
ほ
し
い
住
所
を
伝
え
る（
住

　

所
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
近
く

　

の
大
き
な
建
物
や
交
差
点
な
ど

　

目
印
に
な
る
も
の
を
伝
え
る
）

③
具
合
の
悪
い
方
の
症
状
を
伝
え

　

る
（
分
か
る
範
囲
で
簡
潔
に
）

④
具
合
の
悪
い
方
の
年
齢
を
伝
え

　

る（
分
か
ら
な
い
時
は「
60
代
」

　

の
よ
う
に
お
お
よ
そ
で
構
い
ま

　

せ
ん
）

⑤
あ
な
た
の
お
名
前
と
連
絡
先
を

　

伝
え
る
（
通
報
後
も
連
絡
可
能

　

な
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ

　

い
。
場
所
が
不
明
な
と
き
な
ど

　

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
）

　

況
、
行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容
、

　

具
合
の
悪
い
方
の
情
報
（
持
病
、

　

普
段
飲
ん
で
い
る
薬
、
か
か
り

　

つ
け
の
病
院
な
ど
。
日
ご
ろ
か

　

ら
メ
モ
に
ま
と
め
て
お
く
と
便

　

利
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※

お
子
さ
ん
の
急
な
高
熱
、
お
う

　

吐
、
腹
痛
な
ど
で
、
医
療
機
関

　

を
受
診
す
る
べ
き
か
迷
っ
た
と

　

き
な
ど
、
お
困
り
の
際
に
は
こ

　

ち
ら
に
相
談
を
。
経
験
豊
富
な

　

看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
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●
県
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
室

　

短
縮
番
号
は…

「
＃
８
０
０
０
」、

　
一
般
番
号
は…

☎
０
１
８―

８

　

８
４―

３
３
７
３

※

相
談
時
間
は
、
毎
日
午
後
７
時

　

30
分
〜
10
時
30
分
ま
で

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
と

搬
送
人
員
数
は
と
も
に
増
え
て
お

り
、
救
急
隊
の
現
場
ま
で
の
到
着

時
間
も
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の

約
半
数
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い

軽
症
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ

る
資
源
で
す
。
上
手
に
利
用
し
、

安
心
し
て
救
急
医
療
を
利
用
で
き

る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

夜間救急
入口→

　

 「
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域
で

支
え
合
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

や
寸
劇
を
通
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

認
知
症
を
身
近
な
こ
と
と
し
て

捉
え
、
関
心
を
持
っ
て
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
22
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　
西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

対
象　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　
講
演
「
認
知
症
の
正
し
い

　
理
解
に
つ
い
て
」（
講
師
・
秋
田

　
緑
ヶ
丘
病
院　
坂
本
哲
也
先
生
）

　
と
寸
劇　

※

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
15
日
㈭
ま
で
、
市
地
域
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
長
寿
支
援

　

課
内
）　

☎
24
│
６
３
２
４

　

３
月
20
日
（
火
・
祝
）
ま
で
営

業
予
定
の
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー

場
で
す
が
、
３
月
20
日
ま
で
の
毎

週
木
・
金
曜
日
に
ナ
イ
タ
ー
営
業

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 【
３
月
の
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
】

　
３
月
１
日
㈭
、２
日
㈮
、８
日
㈭
、

　
９
日
㈮
、
15
日
㈭
、
16
日
㈮

※
ナ
イ
タ
ー
営
業
時
間
は
「
午
後

　

４
時
〜
９
時
」

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
高
原
矢
島

　

ス
キ
ー
場　

☎
56―

２
１
８
２

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
４
月
以

降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
方
は
、
市
町
村
長
へ
の
事

後
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

届
け
出
対
象
者　

面
積
や
個
人
・

　

法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

　

な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新

　

た
に
取
得
し
た
方

届
け
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

　

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、

　

取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

　

の
長
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

農
山
漁
村
振
興

　

課　

☎
24
│
６
３
５
７
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
産
業
課

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
す

で
に
所
有
権
を
移
転
さ
れ
た
方
や

車
両
を
廃
棄
さ
れ
た
方
は
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

車
種
に
よ
っ
て
、
手
続
き
先
や

書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
住
民
税

　

班　

☎
24―

６
３
０
３
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
振
興
課

　

本
年
度
『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資

金
助
成
事
業
』
を
利
用
さ
れ
た
方

の「
完
了
実
績
報
告
書
」「
請
求
書
」

の
提
出
期
限
は
３
月
30
日
㈮
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
工
事
を
完
了

さ
れ
て
い
る
場
合
は
速
や
か
に
手

続
き
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課
建

　

築
住
宅
班　

☎
24―

６
３
３
４

　

認
可
変
更
に
伴
う
関
係
図
書
を
、

３
月
９
日
㈮
ま
で
縦
覧
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
の
種
類　

本
荘
都
市
計

　

画
都
市
公
園
事
業　

２
号　

芋

　

川
桜
づ
つ
み
河
川
緑
地　
５
・

　
５
・
１
本
荘
公
園

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

都

　

市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３
２

　

東
北
財
務
局
で
は
、
財
政
・
経

済・金
融・国
有
財
産
な
ど
の
テ
ー

マ
で
、
地
域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会

や
職
場
の
研
修
会
な
ど
に
ご
要
望

に
応
じ
て
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
費
用
は
一
切
不
要
で
す
。

テ
ー
マ
の
例　

金
融
犯
罪
被
害
に

　

あ
わ
な
い
た
め
に
／
我
が
国
の

　

財
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

　

／
最
近
の
経
済
情
勢
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
財
務
局
秋

　

田
財
務
事
務
所　

総
務
課　

☎

　

０
１
８―

８
６
２―

４
１
９
１

　

高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

３
０
０
万
円
以
内
（
学

　

生
・
生
徒
１
人
当
た
り
）

利
率　

年
２
．
５
５
㌫
（
母
子
家

　

庭
は
２
．
１
５
㌫
）

返
済
期
間　

15
年
以
内
（
交
通
遺

　

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
世
帯

　

は
18
年
以
内
）

元
金
据
置
期
間　

在
学
期
間
内

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
政
策
金
融

　

公
庫
秋
田
支
店　

国
民
生
活
事

　

業　

☎
０
１
８―

８
３
２―

５

　

６
４
１

　

特
別
給
付
金
の
支
給
を
し
て
い

ま
す
。
請
求
の
受
け
付
け
は
３
月

31
日
ま
で
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

平
和
祈
念
事
業

　

特
別
基
金　

☎
０
５
７
０―

０

　
５
９―

２
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

　

ル
）
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　子育て家庭を応援する優待事
業「あきた子育てふれあいカー
ド」。協賛店舗数の増加などに
伴い、内容を更新しました。
対象世帯　中学生以下の子ども、
　または妊婦のいる世帯
ガイドブックの配布　小学校・
　幼稚園・保育園を通じて、配
　布します（それ以外の世帯の
　方はお手数ですが、市の窓口
　でお受け取りください。１世
　帯につき１部）
配布窓口・問い合わせ先　
　子育て支援課　☎24－6319
　または各総合支所市民福祉課



　：中央公民館　☎22－0900　　：カダーレ　☎22－2500　　：アクアパル　☎22－5611　　：市総合体育館　☎62－0500　　：シーガル　☎33－2315カ ア 総中 シ

　中央図書館では、土倉泰子さんを講師に迎え「春休み親子読書教室」を開
催します。世界にひとつだけの『カード絵本』を親子で作ってみませんか？
日時　３月22日㈭　午前10時～ 11時30分
会場　カダーレ　１階　ギャラリー２
申し込み　中央図書館（☎22－4900）　※先着20組で、参加費無料です

中央図書館

10日㈯

16日㈮

絵本の読み聞かせほか
　出演：おはなしたんぽぽの会

(中)おはなし劇場
　　　　午後２時～　お話室

絵本の読み聞かせほか
　出演：星のひとみ

(岩)おはなし会
　　　　　　午後３時30分～

絵本の読み聞かせほか
　出演：すずめの巣

(大)おはなしのへや
　　　 午前10時30分～ 11時

絵本の読み聞かせほか
　出演：ゆりかごの会

(中)えほんでこんにちは
　　　　午後２時～　お話室　17日㈯

外国語による読み聞かせ(中)ヨミキカセ・ワールドワイド
　　　　午後２時～　お話室　24日㈯

【一般】災害時のとるべき行動
【ヤングアダルト】考える私の未来　【児童】災害にあったら

岩城図書館 作家「皆川博子」特集・テーマ企画「防災を考える」
今月の絵本「ぞうのババール」

由利図書館 ｢作家　浅田次郎」・「３.11防災・避難と災害対策」

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

春
休
み
親
子
読
書
教
室　

10
時
〜
11
時
30
分

カカ

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」　

10
時
〜
正
午

佐
藤
憲
一
顕
彰
会
特
別
展
示
会
（
〜
26
日
）　

10
時
〜
17
時
（
26
日
は
15
時
ま
で
）
中

ホ
リ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会　

18
時
〜
20
時　

入
場
料
あ
り
カ

全
国
高
校
選
抜
春
季
卓
球
強
化
合
宿
（
〜
28
日
）　

８
時
〜
18
時
総

映
画
上
映
会
「
フ
レ
ン
ズ
・
怪
物
く
ん
」

　
　

①
13
時
40
分
〜　

②
15
時
５
分
〜　

入
場
料
あ
り

第
13
回
ゆ
り
カ
ッ
プ
東
北
選
抜
小
学
生

　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
〜
25
日
）　

８
時
〜
19
時

カ総

民
謡
民
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

10
時
〜
15
時

第
22
回
三
道
教
室
「
書
の
作
品
展
」（
〜
20
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時
（
20
日
は
16
時
ま
で
）

市
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
ピ
ー
ス
杯　

８
時
〜
18
時

カカ総

本
荘
南
中
「
は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
２
」　

14
時
〜
16
時

病
院
対
抗
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

９
時
〜
21
時

カ総

休
館
日

カ

休
館
日

総

休
館
日

総

休
館
日

カ

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館
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　読書が好きな方の「最近、小さな活字を読むのは疲れる」との声を
受け、ブラウジングコーナー（新聞・雑誌）の奥に「大活字本コー
ナー」を設けました。

　活字はこのくらいの大きさです。ぜひご利用ください。

日時　３月11日㈰
　　　正午～開場、午後１時～開会
会場　カダーレ　大ホール（入場無料）
出演　本海獅子舞番楽（国重要無形民俗
　文化財・平成23年３月９日指定）を構
　成する各講中の出演と写真パネルなど
　による紹介と、杉沢比山連中（国指定
　 ・山形県遊佐町）による特別出演
問い合わせ先　文化課　☎24－6288

　

佐
々
木
ひ
で
お
さ
ん
は
交
通
事

故
の
後
遺
症
で
車
い
す
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
井
川
町
の
桐
ケ

丘
療
護
園
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

口
に
絵
筆
を
く
わ
え
て
描
く
絵

と
、
そ
れ
に
添
え
た
温
か
い
言
葉

が
人
々
の
心
を
打
ち
、
平
成
22
年

に
は
「
24
時
間
テ
レ
ビ
」
で
も
紹

介
さ
れ
、
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

期
間　
３
月
１
日
㈭
〜
４
月
22
日
㈰

会
場　

天
鷺
ワ
イ
ン
城
（
岩
城
地

　

域
亀
田
）　

３
階
展
示
室

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

㈲
天
鷺
ワ
イ
ン

　

☎
74―

２
１
０
０

　

 「
け
ん
か
梵
天
」
と
も
言
わ
れ

る
梵
天
祭
。
男
衆
の
も
み
合
い
な

ど
、
豪
快
で
迫
力
あ
る
奉
納
合
戦

が
見
も
の
で
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈰　

午
前
８
時

　

ご
ろ
〜
11
時
ご
ろ

会
場　

長
坂
稲
荷
神
社
（
大
内
地

　

域
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
大

　

内
支
部
（
大
内
総
合
支
所
産
業

　

課
内
）　

☎
65―

２
２
１
６

　

上
方
落
語
の
大
御
所
・
桂
三
枝

さ
ん
に
よ
る
「
桂
三
枝
・
三
若
親

子
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
桂
三
枝

さ
ん
は
７
月
に
『
六
代
桂
文
枝
』

襲
名
が
決
ま
っ
て
お
り
、「
三
枝
」

名
跡
で
は
最
後
の
秋
田
県
内
で
の

公
演
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
カ
ダ
ー
レ
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。（
カ
ダ
ー
レ
自
主

事
業
実
行
委
員
会
主
催
）

日
時　

４
月
29
日
㈰　

午
後
６
時

　

開
演
（
午
後
５
時
開
場
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

出
演　

桂
三
枝
、
桂
三
若
（
秋
田

　

に
住
み
ま
す
芸
人
）
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
・
前
売
り
）

　

 【
Ａ
席
】
３
５
０
０
円

　

 【
Ｂ
席
】
３
０
０
０
円

※

当
日
券
は
各
５
０
０
円
増

販
売　

３
月
１
日
㈭
か
ら
、
市
内

　

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
カ
ダ
ー
レ
に

　

て
販
売
開
始

問
い
合
わ
せ
先　

カ
ダ
ー
レ
管
理

　

課　

☎
22―

２
５
０
０
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県
健
康
づ
く
り
教
室　

８
時
〜
17
時

総

新
山
小
「
松
ぼ
っ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
」　

14
時
〜
16
時

カ

 「
本
海
獅
子
舞
番
楽
大
競
演
会
」　

13
時
〜
16
時
30
分

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」　

９
時
〜
正
午

カア

本
荘
落
語
寄
席
「
三
遊
亭
竜
楽
」　

14
時
30
分
〜　

入
場
料
あ
り

市
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
〜
11
日
）　

８
時
〜
21
時
総 カ

尾
崎
小
吹
奏
楽
部
「
明
日
の
風
コ
ン
サ
ー
ト
」　

14
時
〜
15
時
30
分

つ
る
し
か
ざ
り
展
示
会
（
〜
５
日
）　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　

 （
４
、
５
日
は
９
時
〜
、
６
日
は
16
時
ま
で
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

中
学
男
子
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
（
〜
４
日
）　

８
時
〜
21
時

カカ総 カ

第
20
回
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展

　
　
　
　
　

 （
〜
２
日
）　

９
時
〜
17
時
（
２
日
は
正
午
ま
で
）
カ

●
町
中
ひ
な
め
ぐ
り

【
本
荘
・
矢
島
・
大
内
地
域
】

　

３
月
９
日
㈮
〜
20
日
㈫

【
岩
城
地
域
】

　

３
月
17
日
㈯
〜
４
月
３
日
㈫

●
資
料
館
・
美
術
館　

展
示
期
間

　

開
催
中　

４
月
８
日
㈰
ま
で

※

詳
し
く
は
本
紙
２
月
15
日
号
４

　
・
５
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
次
の
Ｑ

　

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
由
利
本
荘
ひ

　

な
街
道
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト （
随
時

　

更
新
）
に
て
ご

　

確
認
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

　

 （
観
光
振
興
課
内
）　

☎
24―

　

６
３
４
９
、
ま
た
は
観
光
情
報

　

案
内
コ
ー
ナ
ー
（※

土
日
・
祝

　

日
の
み
。
カ
ダ
ー
レ
内
）　

☎

　

22―

２
６
６
０
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⑴　弔　事 （円）
支出額件　　　数

合　計 84,000５　　　件

（円）⑵　会費など
支出日 支出額支　　出　　内　　容

１月４日　

７日　

10日　
11日　
12日　

14日　

15日　

17日　

20日　

3,000
5,079
3,400

3,380

3,360

17,640
3,160
3,380
3,000

3,000

7,000

5,000

30,000

3,382

3,150
3,386

3,380

新春商工パーティー会費
石脇福祉会新年の会へ寸志（副市長代理出席）
石脇地区町内役員新春交流会へ寸志
エランカップＧＳＬスキー大会レセプション
へ寸志（矢島総合支所長代理出席）
鮎川地区行政懇談会懇親会へ寸志
（由利総合支所長代理出席）
年始企業訪問時特産品お土産
市商工会鳥海支所新春懇談会会員交流会へ寸志
南内越福寿会連絡協議会「人生大学」懇親会へ寸志
西目水産研究会懇談会・懇親会会費
鳥海三の里会合同交流会会費
（企画調整部長代理出席）
正木正一氏旭日単光章受章記念祝賀会会費
市交通指導隊本荘支部新年会会費
（副市長代理出席）
在京矢島会新年懇親会へ寸志
（矢島総合支所長代理出席）
連合本荘地協・本荘由利地区労福協
2012新春団結旗開きへ寸志
高橋啓司氏「鳥海山個展」開催時御祝い品
市職労2012新春団結旗びらきへ寸志
市管工事協同組合新年会へ寸志
（企業管理者代理出席）

21日　

22日　

23日　

24日　

26日　

28日　

31日　
合　計

2,000

5,000

3,386

8,000

3,160

12,000

5,000

3,380

3,382

3,380

7,875

5,000

6,000
171,260

県スポーツ少年団種目別大会スキー交流会交
歓会会費（矢島総合支所長代理出席）
土木部本荘・由利会親睦会へ寸志
（建設管理課長代理出席）
秋田建築労働組合本荘由利支部総会へ寸志
市社交飲食同業組合新年会会費
（副市長代理出席）
鳥海地域５町内会新年懇談会
「市長の新春出前トーク」懇親会へ寸志
関西圏誘致企業懇談会会費
㈳由利本荘青年会議所新年祝賀会へ寸志
（教育長代理出席）
矢島地区老人クラブ連合会新春芸能発表会へ
寸志（矢島総合支所長代理出席）
本荘ハムフライ・ハム民の会総会懇談会へ寸
志（副市長代理出席）
ＪＡ秋田しんせい肉用牛研修会懇親会へ寸志
（農林水産部長代理出席）
災害時相互援助協定締結のため香川県高松市
訪問時特産品お土産
本荘高校同窓会・ＰＴＡ合同新年祝賀会会費
（副市長代理出席）
市長と農業委員との農政懇談会懇親会会費

30件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
１月４日
合　計

3,000
3,000

新春商工パーティー会費
１　　　件

副市長交際費執行状況 （円）

１月４日㈬

５日㈭
７日㈯
８日㈰
10日㈫
11日㈬
12日㈭
13日㈮
14日㈯
15日㈰

17日㈫

18日㈬

20日㈮

22日㈰

23日㈪

24日㈫
26日㈭
27日㈮

30日㈪

31日㈫

仕事始め訓辞
四役・部長・支所長会議
新春商工パーティー
市消防出初式
石脇地区町内役員新春交流会
市成人式
企業訪問（東京都）
市商工会鳥海支所新春懇談会・会員交流会
南内越福寿会連絡協議会「人生大学」・懇親会
大内地域市民とのふれあいトーク
西目水産研究会懇談会・懇親会
正木正一氏旭日単光章受章記念祝賀会
市地域公共交通活性化再生協議会
岩城地域市民とのふれあいトーク
連合本荘地協・本荘由利地区労福協2012新春団結旗開き
秋田県・県内市町村と首都圏企業との懇談会（東京都）
暴力団排除に関する合意書締結式
特別職報酬等審議会
市職労2012新春団結旗びらき
秋田建築労働組合本荘由利支部総会
矢島地域市民とのふれあいトーク
鳥海地域５町内会新年懇談会「市長の新春出前トーク」・懇親会
関西圏誘致企業懇談会（大阪市）
高松市との災害時相互援助協定締結式（高松市）
市地域づくり推進フォーラム
県建設交通部長　訪問要望（秋田市）
由利地域市民とのふれあいトーク
市長と農業委員との農政懇談会・懇親会

新春商工パーティーでの鏡開き新春商工パーティーでの鏡開き
（４日）（４日）

新春商工パーティーでの鏡開き
（４日）

日時　３月10日㈯
　　　９：30～14：00
　（受け付け９：15～９：30）
場所　本荘保健センター
対象　市内にお住まいの妊婦
　　　と家族　※定員30人
内容
【午前】講話と調理実習
　「妊娠中の食事について」
　　～楽しくクッキング・お
　　　いしく食べてママ友を
　　　作ろう！
　 ▽講師　食生活改善推進員 ほか
【午後】講話と運動実技
　「マタニティ・リラクゼーショ
　　ン～骨盤エクササイズ」
　　～新しい家族のために…
　　　すてきなママになろう
　 ▽講師　運動トレーナー
　　　　　坂本裕子さん（本市在住）
持ち物　母子手帳、エプロン
申し込み
　３月６日㈫まで
　健康管理課
　栄養指導班
　☎22－1834
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※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
※事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください。

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
１日㈭
６日㈫

７日㈬

８日㈭
12日㈪
13日㈫
14日㈬
21日㈬
23日㈮
27日㈫

岩城・大内
由利・東由利
矢島・鳥海
本荘・西目
岩城・大内
本荘・西目
由利・東由利
本荘・西目
本荘・西目
矢島・鳥海
本荘・西目

４・７・10カ月児健診
３歳児健診
１歳６カ月児健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
２歳児歯科健診
４・７・10カ月児健診
３歳児健診
10カ月児健診
４・７・10カ月児健診
４カ月児健診

平成23年４月・７月・10月生まれ
平成20年７月・８月・９月生まれ
平成20年６月・７月・８月生まれ
平成22年８月生まれ
平成20年７月・８月・９月生まれ
平成21年12月生まれ
平成23年５月・８月・11月生まれ
平成20年９月生まれ
平成23年５月生まれ
平成23年５月・８月・11月生まれ
平成23年11月生まれ

12：50～13：10
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30

大内保健センター
由利福祉保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
大内保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター

▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　応急診療所（堤脇45：☎24－3917）、
　平日は市民福祉部健康管理課（本
　荘保健センター☎22－1834）

※当番医師は変更になる場合もあります。
※お薬手帳をお持ちの方は提示してください。

３月の診療日と予定当番医師
日 医　師　名
４日㈰
11日㈰
18日㈰
20日㈫
25日㈰

菊　池　四　郎
奥　山　　　俊
嵯　峨　泰　治
酒　見　喜久雄
桑　山　明　久

※問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします。

日 実　施　場　所受付時間 備　 考
８日㈭

19日㈪

27日㈫

佐藤病院
マックスバリュ本荘店
由利地域振興局福祉環境部
（由利本荘保健所）
由利地域振興局
マルハン由利本荘店
由利組合総合病院

15：30～16：30
10：00～11：30

14：10～15：10

15：30～16：30
10：00～12：00
14：30～16：30

全血献血

全血献血

全血献血

日時・内容　３月14日㈬
　○健康相談・血圧測定
　　午前９時30分～10時
　○自宅で継続できる軽体操
　　午前10時～11時
会場　鶴舞温泉中広間
　※タオルをお持ちください
問い合わせ先
　本荘保健センター☎22－1834

４月からの入園・入学に備えて必要な予防接種を済ませ、
病気を未然に防ぎましょう

通常の時間に接種を受けにくい方へ
　…３日㈯・４日㈰に受けられる医療機関があります

対象となる予防接種の中には、公費負担（無料）で受けられ
るものもあります（対象期間が過ぎると有料になります） 

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………
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渡辺竜乃介ちゃん（悠介さん）薬師堂

三浦　優奈ちゃん（大輔さん）石脇

中村航太郎ちゃん（信也さん）東梵天

相場　杏菜ちゃん（侑子さん）石脇

小松　麗楽ちゃん（和也さん）柳生

佐藤　結心ちゃん（誠浩さん）薬師堂

大須賀悠真ちゃん（　徹　さん）一番堰

加藤　徠世ちゃん（晋哉さん）川口

佐藤　瑠愛ちゃん（康博さん）川口

今野　瑛太ちゃん（靖志さん）水林

大井健太郎ちゃん（剛太さん）矢島町七日町

佐々木康成ちゃん（　亮　さん）岩城赤平

堀井　朝日ちゃん（一巳さん）岩城勝手

石塚　愛叶ちゃん（義明さん）岩城内道川

大山　　黎ちゃん（　研　さん）岩城泉田

佐々木慧人ちゃん（寛樹さん）川西

岩月　花道ちゃん（　忍　さん）曲沢

木内　　悠ちゃん（裕昭さん）東鮎川

柳橋　宗介ちゃん（　智　さん）西目町沼田

りゅうの　すけ

　　ゆう　な

こう　た　ろう

　　あん　な

　　うら　ら

　　　ゆ　い

　　ゆう　ま

　　らい　せ

　　　る　あ

　　えい　た

けん　た　ろう

　　こうせい

　　あさ　ひ

　　あい　と

　　　　れい

　　けい　と

　　はなみち

　　　　ゆう

　　そうすけ

宮塚市郎右衞門さん（旧矢島町功労者・矢島
町七日町）２月３日永眠されました。昭和
34年から15年間、旧矢島町議会議員、49年
から14年間、同町収入役、63年から２期８
年間、同町長を務められ、地方自治の発展に
貢献されました。平成８年旧矢島町自治功労
者顕彰、平成９年勲四等瑞宝章。86歳。
笹本幸さん（旧東由利町功労者・東由利蔵）
２月15日永眠されました。昭和30年から47
年間、旧東由利町の学校歯科医として学童の
虫歯治療と予防活動に尽力され、学校保健と
民生安定の向上に貢献されました。平成14
年旧東由利町功労者顕彰、同年勲五等瑞宝章。
82歳。

　三浦トメヨさん（明治45
年２月22日生まれ・小人町）
に、市から賀詞と長寿祝い金
が贈呈されました。
　どうぞこれからもお元気で
お過ごしください。

ドキュメンタリー映画「チェル
ノブイリハート」上映会開催
日時／３月17日㈯　午後２時
場所／アクアパル　多目的ホール
映画概要／チェルノブイリ原発
　事故後のベラルーシ共和国で、

　今なお終わらない子どもたち
　の被ばくの事実に迫ります
入場料／500円（当日受け付け）

問い合わせ／ツルマイ薬品☎22－7823

第１回はっぴーさあくる
「フリーマーケット」開催します
日時／３月４日㈰
　　　午前９時30分～午後３時30分
場所／カダーレ　ギャラリー３
内容／おもちゃ、日用品、手作
　　　り品、衣類など
　※餅プレゼント（数に限りあり）
問い合わせ／はっぴー企画
佐藤さん☎090－6250－0253

リンパケア（フットケア）の
お試し会を開催します
日時／３月15日㈭、４月16日㈪
　　　午後１時30～３時30分
場所／カダーレ　和室
参加費／500円　※申し込み必要
申し込み・問い合わせ／
　リラクゼーションサークル
　大久保さん☎090－7325－0212

国際ソロプチミスト本荘主催
チャリティ茶会・バザーにどうぞ
日時／３月25日㈰
　　　午前10時～午後２時30分
場所／鶴舞会館　茶券／800円
問い合わせ／事務局　土田さん

☎22－4500

ひなのつるし飾りを展示します
日時／３月３日㈯～５日㈪
　　　午前10時～午後５時
場所／カダーレ　１階ギャラリー
　※期間中、製作体験できます
　　（キット代500円）
問い合わせ／ひなの会

黒田鐘子さん☎28－2974

☎22－4500

「ふるさとの民謡おどり教室」の会員を募集します　健康とボケ防止に、地元や全国の民謡おどり、簡単な輪踊りなどを踊ってみませんか日時／毎月第２・第４木曜日　　　午前９時30分～11時30分　　　（３月は８日と22日）場所／鶴舞会館　講堂会費／月500円
申し込み・問い合わせ／　本荘民謡踊り同好会　藤原さん

☎23－3403

本荘社交ダンスサークル主催
社交ダンスパーティーのご案内
日時／３月４日㈰　午後１時30分～
場所／アクアパル
参加料／1,000円
問い合わせ／佐々木京子さん

☎67－2126

・
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佐々木ユキさん
（石脇・83歳）

小松スヱノさん
（石脇・102歳）

佐々木義雄さん
（赤沼下・78歳）

齋藤十三治さん
（田町・86歳）

伊藤　　夫さん
（中町・86歳）

保科　正美さん
（二十六木・82歳）

佐藤　キクさん
（浜三川・91歳）

木嶌　タカさん
（万願寺・91歳）

大滝クニヱさん
（芦川・99歳）

門脇　敏子さん
（大浦・77歳）

佐藤テツノさん
（小人町・87歳）

鈴木　菊代さん
（花畑町・90歳）

三浦　ふささん
（小人町・92歳）

今野カツヱさん
（砂子下・97歳）

齊藤ナリ子さん
（浜三川・80歳）

齋藤政太郎さん
（石脇・89歳）

遠藤忠二郎さん
（浜ノ町・92歳）

今野　ツキさん
（井戸尻・91歳）

小松　アイさん
（金山・86歳）

佐藤　アサさん
（矢島町立石・83歳）

阿部　　實さん
（矢島町七日町・84歳）
佐々木サダさん
（矢島町川辺・73歳）

北島　幸一さん
（矢島町川辺・78歳）

今野　ノヱさん
（岩城勝手・87歳）

伊藤　宏次さん
（深沢・67歳）

吉尾　ミヱさん
（牛寺・76歳）

小松　宏子さん
（東由利老方・68歳）

佐藤　正義さん
（東由利老方・79歳）

佐藤　キエさん
（東由利田代・87歳）

佐藤　昌義さん
（東由利黒渕・82歳）

正木　亀治さん
（西目町西目・93歳）

大友冨喜子さん
（西目町沼田・86歳）

石川　廣夫さん
（西目町出戸・80歳）

桐生　正明さん
（西目町海士剝・77歳）
佐藤ヤス子さん
（鳥海町伏見・86歳）

大友　宣子さん
（鳥海町上笹子・77歳）
高橋ミノヱさん
（鳥海町下笹子・95歳）
柴田トミヱさん
（鳥海町上直根・102歳）
佐藤　忠一さん
（鳥海町下川内・83歳）
佐々木　實さん
（鳥海町上笹子・79歳）

吹奏楽部 合同無料演奏会
「は～とふるコンサート2012」

　仁賀保高校・新屋高校を全国
大会金賞に導いた髙野豊昭氏を
迎えて合同演奏も行います。皆
さまのご来場をお待ちしており
ます！
日時／３月17日㈯　
　　　午後１時30分（開場１時）

場所／カダーレ　大ホール
出演／本荘南中学校、金浦中学
　　校、勝平中学校の吹奏楽部
ゲスト／秋田商業高校吹奏楽団、

　　新屋高校・西高校金管パー
　　トの皆さん
問い合わせ／勝平中学校飯嶋

さん

☎018－863－7782

由利組合総合病院
「市民公開セミナー」開催します
日時／３月17日㈯
　　　午後４時～６時
場所／同病院　２階　講堂
内容／座長：外科　戸沢香澄科長
　 ▼講演１
　　「なしてモルヒネなの

飲まねばねなだ？」
橋本正治副院長

　 ▼講演２
　　「“がん”で死にでぐねば、

聞きに来てけれ」
　　秋田大学医学部附属病院
　　呼吸器外科　南谷佳弘准教授
対象／一般の方（自由参加、無料）
問い合わせ／同病院総務管理課

☎27－1200（代表）

3.11東日本大震災「追悼凧揚げ」
　日本の凧の会の「被災地の復
興と慰霊の願いを込め、追悼の
白い凧を揚げる」運動に賛同し
開催します。ぜひご参加ください。
日時／３月11日㈰
　　　午後２時～３時
場所／本荘公園前広場
　※凧は事務局で準備しますが
　　手作り凧（白い凧で、追悼
　　や激励の言葉は自由）大歓
　　迎！
問い合わせ／県こだま凧の会

伊東愛子さん☎22－2732

平成

伊東愛子 ん 22 2732

「ひなた」に参加しませんか日時／３月14日㈬、28日㈬　　　午後１時30分～４時30分　※月２回開いています　※遅刻早退かまいません場所／本荘勤労青少年ホーム対象／ひきこもりなど、人間関係　　　で足踏みしている若い方問い合わせ／三浦さ
ん
☎23－2192

「第８回天鷺城将棋フェスタ
IN　岩城」を開催します
日時／３月11日㈰
　　　午前９時　受け付け
　　　　　10時　対局開始
場所／天鷺城　天守閣
クラス／Ａ）三段以上
　　　　Ｂ）初段～二段
　　　　Ｃ）一　般
　　　　Ｌ）中学生以下
参加料／大　人………1,500円
　　　　中学生以下…　800円
　　　　　※昼食付き
申し込み・問い合わせ／３月５
　日まで天鷺村（郵送かＦＡＸ）
　☎74－2525・FAX74－2526
　日本将棋連盟本荘支部
　鈴木さん☎090－8920－5752

相談内容
　心の悩み、多重債務、職場・
　家庭の問題、中小企業経営者
　の相談、精神疾患など
相　談　員
　産業カウンセラー、司法書士、
　県内自殺予防民間団体メンバー
主　　催　NPO法人　蜘蛛の糸
共　　催　由利本荘市

予約が必要です
申し込み・問い合わせ
　蜘蛛の糸☎018－853－9759

　市民の皆さまの情報提
供の場として掲載してき
ましたが、３月15日号を
もって終了することにな
りました。
　今後、市民に広くお知
らせしたいことなどあり
ましたら、広報課にご連
絡ください。これまで、
ご利用いただきありがと
うございました。


